
第５４回北海道中学校・高等学校英語教育研究大会

《第二次案内》
北海道中学校・高等学校英語教育研究大会（中高英研）は、情報交換等を通して中学校

と高等学校が連携し、より理想的な英語教育を追求することを目的に道内の中学校と高等

学校の英語の先生方が一堂に会して年に一度開催されています。今年で５４回目を迎え、

道内外から高く評価されているところです。

さて、先に新学習指導要領が告示されましたが、中学校は平成２４年度から、高等学校

は平成２５年度から実施されることとなり、とりわけ英語教育に寄せられる期待には大き

なものがあります。つきましては、標記英語教育研究大会が道内各地で活躍されている英

語の先生方にとって、英語教育についての情報交換や意見交流の有意義な研修の機会とな

ることを願い、ご案内申し上げます。

１ 日 時 平成２３年１１月１１日（金） ９：５０～１６：０５

２ 場 所 ホテルライフォート札幌（札幌市中央区南１０条西１丁目）

３ 主 催 北海道中学校・高等学校英語教育研究会

北海道中学校英語教育研究会 北海道高等学校英語教育研究会

４ 後 援 北海道教育委員会 札幌市教育委員会 北海道中学校長会

札幌市中学校長会 北海道高等学校長協会

５ 参 加 費 ２，５００円

６ 大会日程

９：１５ ～ ９：５０ 受 付

９：５０ ～１０：０５ 開会式

１０：１０ ～１１：１０ 提言発表および意見交流(中学校)

主題「中高連携を踏まえた英語教育をどう進めるか」

Enhancing English Language Teaching
in Collaboration of Junior and Senior High Schools

◆提言１： 『考えや気持ちを伝え合う生徒が育つ英語の授業

～４技能を総合的に育成する指導の充実～』
札幌市立美香保中学校 石岡 達朗 教諭

聞き手もコメントや質問をする「伝え合う」スピーチの活動を柱にして、どのように４技能を

総合的に伸ばすことができるか。また、日常の指導の中でどのような力を身につけさせることが

大切か。これまでの実践を中心にお話したいと思います。（小学校外国語活動の実践を紹介した

ビデオもお見せする予定です。）



１１：１０～１１：３０ 助 言 ◆札幌市立教育センター 三上 寛晃 指導主事

１１：３０～１１：４０ 事務連絡

１１：４０～１２：５０ 昼食・休憩

１２：５０～１３：５０ 授業(ビデオ)・提言発表及び意見交流(高校)

１３：５０～１４：１０ 助 言 ◆北海道立教育研究所 伊藤 都章 企画研修部主査

１４：２０～１５：５０ 講演・質疑

１５：５０～１６：０５ 閉会式

１７：００～１８：３０ 懇親会 （１Ｆレストラン） 松本先生はご都合により参加できません。

７ 申し込み

*別紙 「参加申込書」 を１０月２５日（火）までに大会事務局まで FAX で 送付してください。

*中学校・その他→札幌市立明園中学校

*高等学校→北海道千歳高等学校

*懇親会参加を希望される方は当該欄にご記入の上、受付時に会費￥３，０００をお支払いください。

■大会事務局

◆授業者 ：北海道千歳高等学校 山崎 秀樹 教諭
◆対象生徒：普通科１年８組(４０名)

◆教科書 ：英語Ⅰ PROMINENCE EnglishⅠ Lesson 5 Man’s Best Friend

①英語で授業を進め、②和訳せず、③教科書の内容を応用し、④生徒の言語運用能力とコミュ

ニケーション能力を引き出す言語活動をベースとした、千歳高校１年生(普通科)の英語Ⅰの授業

を、ビデオ映像を交えたプレゼンテーションでご紹介します。

「英語は問題を解くためのもの」から「英語は使えるように学ぶもの」と発想を転換させつつある生

徒の活動をご覧ください。

◆演題 『初等中等教育における英語教育はどうあるべきか』

立教大学経営学部国際経営学科教授 松本 茂 氏
〔講師紹介〕

立教大学経営学部項国際経営学科教授、同大学バイリンガル・ビジネスリーダー・プログラム(BBL)主催、同大

学入学センター副センター長。(コミュニケーション教育学専攻)。マサチューセッツ大学ディベートコーチ、神田

外語大学教授、東海大学教授などを経て２００６年４月より現職。

NHK ラジオ・テレビ「リトル・チャロ２」総監修、日本コミュニケーション学会副会長、日本ディベート協会専

務理事、全国高等学校ディベート連盟副理事長、全国教室ディベート連盟理事など兼務する。

主な著書に『頭を鍛えるディベート入門』(講談社ブルーバックス)、『異文化コミュニケーション・ハンドブッ

ク』(共著、有斐閣)、『生徒を変えるコミュニケーション活動』(編著、教育出版社)、『英語ディベート理論と実践』

(共著、玉川大学出版部)など多数。

〔本日の講演〕

海外市場の重要度が増す中、多くの企業はグローバル人材の確保・育成に躍起になっている。日本のトップクラ

スの大学では、国際的な評価が下がる中、専門科目を英語で展開するカリキュラムの開発が急がれている。このよ

うな社会的変化は、学習指導要領の改訂や今年６月に文科省から発表された「５つの提言」に反映されている。こ

のような状況において初等中等教育における英語教育はどうあるべきか、本日参加の皆さんと考えてみたい。

中学校：札幌市立明園中学校 成澤 哲哉
〒065-0022 札幌市東区北２２条東１２丁目 1－1

TEL 011－721-5305 FAX 011-741-0011

高等学校：北海道千歳高等学校 楠目 勉
〒066-８５０１ 千歳市北栄１丁目４番１号

TEL 0123-２３-９１４５ FAX 0123-23-2742



かがみ不要

第５４回北海道中学校・高等学校英語教育研究大会１１月１１日（金）

参加申込書 （ＦＡＸ送信票）
■下記の通り参加を申し込みます■

送信先

中学

その他

札幌市立明園中学校 成澤 哲哉 行

ＦＡＸ ０１１－７４１－００１１
ＴＥＬ ０１１－７２１－５３０５

高校

北海道千歳高等学校 楠目
く す め

勉 行

ＦＡＸ ０１２３－２３－２７４２
ＴＥＬ ０１２３－２３－９１４５



①申込みは高校・中学・その他の校種別です

②申込はＦＡＸにてお願いします。

③１０月２５日（火）必着です

校
種
に
○
印

※ＦＡＸ番号の間違いなど無いよう、よろしくお願いします。

学校名

電 話 ＦＡＸ

参 加 者 名 簿

職 名 ご 芳 名
大会出欠
（２，５００円）

○印を記入

懇親会出欠
（３，０００円）

どちらかに○を記入

１ 参加 参加 ・ 不参加

２ 参加 参加 ・ 不参加

３ 参加 参加 ・ 不参加

４ 参加 参加 ・ 不参加

５ 参加 参加 ・ 不参加


